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【講演会】新井貴浩選手の原点～逆境・反骨・全力の誓い～

講師：佛圓　弘修　（ぶつえん　ひろのぶ）　さん

　　　新井貴浩選手の小学校３年生時の担任教師として１年間をともに過ごす。

　　　現在は，広島都市学園大学子ども教育学部准教授。

日時：３月２５日（土）開場１３時３０分　開演１４時００分

会場：沼隈図書館　２階　市民ギャラリー

いつも自分に厳しく　周囲への気遣いを　忘れない・・・

若い選手から尊敬される　新井選手の人格は　どのように　育まれたのでしょうか。

小学校時代の恩師に　エピソードなどを　お伺いします。

新井選手がバットを振る姿の切り絵を掲載。

絵：絵本「新井貴浩物語　がむしゃらに前へ」より

　　（作：中野　慶　　絵：吉田　路子　　出版：南々社）
●手話通訳あります。

●駐車場は沼隈支所南側をご利用ください。

●入場無料です。

主　催：南部生涯学習センター

問合せ：電話番号０８４－０８０－７７１３

※「新井貴浩物語」原画展を沼隈図書館１階で開催。

　期間：３月１４日（火）～３０日（木）　　　主催：沼隈図書館
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報告：青年しゃべり場！！

～青年のまちづくり参画推進講座　実践交流会～

２月１８日土曜日に，まなびの館ローズコムで「青年しゃべり場!!」が行われました。２０１４年度から３年間青年層を対象に各生涯学習センターで地域活動への参画やネットワークづくりを目的に「青年のまちづくり参画推進講座」を行ってきました。「青年しゃべり場!!」では，各地域の事業に参加した青年同士による交流会を行いました。

　各センターの発表を聞いた後，グループに分かれて，参加したきっかけや，参加しておもしろかったことについて交流したあと，こんな福山になったらいいなをテーマに今後してみたいことや，自分たちにできることについて話し合いました。
南部からは，中学生が３人参加してくれました。「自分の趣味を生かせる場所があれば街が活気づくのでは？」や，「今年はボランティアとして参加できなかったけど，来年からこんな活動をしてみたい」など，自分の意見をしっかり自分の言葉で発表されていました。今後もこの事業をきっかけに，他のまちづくり事業や地域の行事に参加できるようサポートしていきたいです。
南部の事業報告の風景，アイスブレイク（人間知恵の輪）の実践風景，班ごとの発表風景の写真を掲載。


報告：放課後子ども教室　運営研修会＠南部・松永

２月１５日，沼隈支所にて放課後子ども教室運営研修会が行われました。会場には，南部・松永管内の放課後子ども教室でサポーターとして活躍してくださっているボランティアさん等が集まりました。

前半は，三原市の放課後子ども教室の様子が紹介されました。また，その教室で行っている４つの遊びの紹介，実践を行いました。その中でも，『びっくりカード』が印象的でした。これは紙の折り方や切り方，組み立て方を工夫することで不思議な仕掛けのカードになります。参加したボランティアさんもとても楽しそうに体験していました。また，「この遊びを教室でも実施して児童に教えたい！」という声も多く挙がりました。

後半は，グループ交流を行いました。各教室での課題などを共有し合い，より教室が充実したものにするためにどうしたらよいのか等を話し合いました。各教室で活動内容は異なりますが，自分の学区の子どもたちの安心安全な居場所という部分では共通しています。そして，その居場所で地域の人が地域の子どもたちを見守り，受け入れてあげることこそが放課後子ども教室の一番の目的であると話しているグループもありました。

全体を通して，笑顔に包まれた研修会となりました。「新しい遊びを早く教室の子どもたちに教えたい」「みんな同じ課題を抱えているということが分かって少し安心した」「他の教室で実施していることを私の学区でも実施してみたい」などの感想がありました。
紹介されたおもちゃを見る参加者，グループでの話し合い風景の写真を掲載。


報告：親の力を学びあう学習プログラム（通称：親プロ）フォローアップ研修

　２月１６日ローズコムにて親プロ(親の力を学びあう学習プログラム)フォローアップ研修が行われました。講師には，岡本　由姫美さん（社会福祉法人光彩会和光園保育所）をお招きしました。

　今回の研修テーマは「アイスブレイク」でした。参加者の多くが「親プロを行う際のアイスブレイクを何にしていいのか」，「いつも同じアイスブレイクになっていしまいがち」といった悩みを持っていました。

　そんな中，岡本先生によるアイスブレイクの紹介，実践が行われました。実際に体験をしてみると，体験した参加者はとても楽しんでいました。

　また，アイスブレイクの役割についても話しました。参加者の多くが「アイスブレイクは場の雰囲気を和やかにするもの」と捉えていました。しかし，岡本先生は「アイスブレイクはつなぎ役です。ファシリテーターと参加者，そして参加者と参加者を繋ぐために行います。また，プログラムの内容に合わせてアイスブレイクを考えることで，プログラムにより入りやすくなります。」「仲のいいメンバーであればアイスブレイクは行わなくていいと考えてしまいがちですが，ファシリテーターと参加者としての関係においてはまだまだ距離があるので，その距離を縮めるために必要なのです。」とアイスブレイクの役割を話されました。

　親プロにおけるアイスブレイクの重要な役割を再確認することができた研修会でした。

映画上映会　無念

東日本大震災から６年伝え続けたい物語があります。浪江町消防団物語　無念

とき　３月４日土曜日　開場１３時３０分　開演１４時

ところ　ぬまくま市民交流センター(沼隈支所４階)

入場無料，申し込み不要，上映時間　約６０分

主催・問い合わせ　
南部生涯学習センター　電話９８０－７７１３　ＦＡＸ９８７－２３８２
センター・人権社会教育活動事業

春の第九ｉｎぬまくまコンサート
開催日　２０１７年平成２９年３月１２日日曜日　　開場１３：００　開演１３：３０
会場　沼隈サンパルホール

限定５００席

チケット　１０００円（全席自由席）
※チケット取扱店

サンパルホール，池田酒店（沼隈町常石），エネルギー精華（藤江町），佐古田石油（柳津町），佐藤万年筆店（船町１－１１），ブギーマンズカフェPolePole（元町），スウィート・ピー(沼隈町下山南)　他
問い合わせ：話　９８７－３８３９(常石公民館)
●主催　「春の第九」ｉｎぬまくま実行委員会

●フェイスブックにて「春の第九」で検索可
視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























